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トロポニン Tの発現と筋発生
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背景・目的：

　筋は activin family 等による中胚葉誘導に始まり、

Myo ･ Myf5 による決定を経て、myogenin によって分化

する。このように筋形成の分子機構の概要は解明されて

いるが、各々の筋は特有の収縮特性や生化学的特性を

もっており、そのような筋肉の発生における多様化、す

なわち筋の細分化の仕組みについてはまだ明らかにされ

ていない。当研究室では筋の細分化の仕組みを解明する

ために、トロポニン Tを分子マーカーとした研究が進め

られてきた。トロポニン Tは、速筋（fTnT）、遅筋（sTnT）、

心筋（cTnT）アイソフォームに大別される。この三つの

型はそれぞれ異なる遺伝子にコードされている。

　ニワトリ腓腹筋（gastrocnemius）では、基部側の白っ

ぽい領域と先端部側の赤みを帯びた領域の間で、fTnT

のエクソン 16 と 17 の選択的スプライシングのパター

ンが異なっており、また、基部では fTnT のみが発現し、

先端部ではfTnTとsTnTの両方が発現している。しかし、

発生段階の初期では基部でも fTnT と sTnT の両方が発現

していることが先行研究により明らかにされている。さ

らに、胸筋（pectoralis major）や前広背筋（ALD）では

発生段階初期において cTnT も発現しているという報告

がされている。そこで、筋発生段階の初期では発生段階

の進んだものよりも遺伝子の制御が厳密に行われておら

ず、様々な TnT が同時に発現しているのではないかとい

う仮説を立て、筋発生に伴う TnT 発現の変化を明らかに

することを本研究の目的とした。

材料・方法：

　孵化後３日目、１日目のヒヨコ、20 日目、18 日目の

胚を解剖し、腓腹筋を基部、真中部、先端部にわけて切

り出した。ALD については筋をわけずにそのまま切り出

した。それらを抽出後、二次元電気泳動法を用いて蛋白

質を分離・展開し、抗 fTnT、抗 sTnT、抗 cTnT 抗体を用

いた Western blotting を行い、fTnT、sTnT、cTnT の発

生学的変化を調べた。

結果・考察：

　腓腹筋について、用いたサンプルの全てで fTnT、

sTnT、cTnT の三種類の発現が見られ、成鶏でみられるよ

うな基部・先端部軸に沿ったアイソフォームの発現の相

違は見られなかった。しかし、cTnT は、基部側ではスポッ

トが一つだけ現れるのに対し、先端部側ではスポットが

複数現れるという相違がみられた。

　この結果から、発生段階初期の筋では TnT に関する遺

伝子の制御が厳密に行われておらず、筋特有の収縮特性

も獲得されていないだろうことが示唆された。


